
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業から学ぶ講座 

サスティナブルな未来へ 

企業と生活者による対話 

 

持続可能な社会づくりのために・・・。 

気候変動等、地球環境の深刻な状況にある今、企業は環

境、人権に配慮した製品・サービスの開発を急速に進めてい

ます。企業のパートナーである消費者はその動きを把握して

いるでしょうか。 

本講座は、私たちが日々の暮らしのなかで利用している商品

やサービスから企業のサスティナブルな取組を学び、疑問や

質問等交わす対話形式で行います。持続可能な社会を構

築する企業と生活者の共創的関係性を育みます。 

日   程: 2019年 11月～2020年３月（全３回） 

会 場： 第 1回 四日市市勤労者・市民交流センター（四日市市日永東 1丁目 2-25） 

第 2回 第 3回 三重県総合文化センター（津市一身田上津部田 1234) 

主  催: 三重県環境学習情報センター 

協  力: NEXCO中日本、九鬼産業株式会社、花王株式会社 

◇募集人数：各回 50名（先着順） 

*定員に達し次第締め切ります。 

◇対象者：16歳以上 

◇申込方法 

裏面参加申込書に必要事項をご記入いただき 

三重県環境学習情報センターまで、郵便、Fax 

または E-mail で送付ください。 

申込書はホームページからダウンロードできます。 

 

 

三重県環境学習情報センター スキルアップ講座 



◆主な講座内容（＊変更あり） 

日 程 テーマ/内容 

第

１

回 

2019年 11月 23日（土）

13:30～15:30 

 

 

 

高速道路 がつくるサスティナブルな社会 

NEXCO中日本 

NEXCO中日本では、CO２排出削減、エコロードづくり、地域性苗木の緑化など、高速道

路を取り巻く環境に対して様々な取り組みを行っています。 

＊高速道路とサスティナビリティ？ 

＊100年後の社会では高速道路はどのようになっている? 

NEXCO中日本の事業、環境取組、サスティナビリティへの思いと、皆さんの疑問や質問を

交えながら対話をすすめます。 

第

２

回 

2020年 3月 7日（土） 

9:30～12:00 

 

ゴマ がつくるサスティナブルな社会 

九鬼産業株式会社 
安全で高品質な製品づくりはもちろんのこと、製造における「環境への配慮」や「三重県ゴマ

産地化プロジェクト」や「フェアトレード認証のゴマを使用した商品」など、環境、社会、人にや

さしい取り組みを進めています。 

＊ゴマとサスティナビリティ？三重県産とフェアトレード「ゴマ」 

＊100年後もゴマを食べられる？三重県はゴマの産地になっている？ 

自然に育まれる農作物を扱う企業だからこその環境への取組と、三重県に根差す企業のと

してのサスティナブルな取組について、皆さんの疑問や質問を交えながら対話をすすめます。 

第

３

回 

2020年 3月２0日（金） 

13:30～16:00 

 

 

容器包装 がつくるサスティナブルな社会 

花王株式会社 
きれいを、こころに。未来に。花王からのメッセージです。花王は、日々の研究開発を通じて、

自然環境、水、エネルギー、資源に配慮した商品を提供しています。特に、重要問題となっ

ている地球温暖化や海洋プラスチックの問題に対応した商品開発に注力しています。 

＊洗剤（容器プラスティック）とサスティナビリティ？ 

＊100年後の社会で洗剤を入れる容器はどうなっている？ 

「Kirei には人と人、人と社会をつなぐ働きがある」とし、環境面や社会面の課題の解決に向

け商品開発をする花王の取組を題材に、皆さんの疑問や質問を交えた対話をすすめます。 
 

<参加申込書> 申込締切：定員に達し次第締め切ります。 

氏  名 
 

 年代 
□10代 □20代 □30代 □40代  

□50代 □60代 □70代以上 

住  所 
〒 

 

電話番号 
 E-mail 

または       

Fax 

 

 

参加希望  □第 1回   □第 2回   □第 3回 備考 
 

 

◆上記「参加申込書」の記載の各項目をご記入いただき、郵便、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかの方法で当センターへお申し込みください。 

◆お申し込みから 3日以内に受付の連絡がない場合は、お手数ですが、お問い合わせください。 

◆連絡いただいた個人情報は適切に管理し、当センターからの通信以外には使用しません。 


